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　DNAを構成する二本のポリヌクレオチドのうち、一本にRNA構成合成酵素が取り付き、相補的塩基対を考慮した上でmRNAが作られる。これが転写である。ここから、tRNAによってmRNAの塩基が読み取られ、tRNA上についているアミノ酸が連なっていってタンパク質が作られる。ただし、mRNAの塩基を読み取るにあたって、mRNAの塩基を3つずつコドンとして読み取り、それに対応したアンチコドンに対応した塩基を有するtRNAが連なっていく。	Comment by 伊藤 靖夫: 正確には，転写因子によって，2重鎖DNAのプロモーター領域にRNA合成酵素が運ばれ，複合体を形成しているヘリカーゼによってDNAが解離し，そのうち一方のみを鋳型としてmRNAが合成されます。	Comment by 伊藤 靖夫: ？？	Comment by 伊藤 靖夫: リボソーム内でおこることを具体的に記す方がよいです。	Comment by 伊藤 靖夫: というよりは，AおよびP部位に入り，並ぶ，と言うことです。

あと、この前の質問の続きなんですけど、結局、DNA末端部にテロメアができてしまうのはポリヌクレオチドの末端部にRNAプライマーが設置されていないからですか？	Comment by 伊藤 靖夫: のではなく，DNAの末端部のことをテロメアと呼びます。
新規に合成される末端部にRNAプライマーが残り，DNA合成酵素がRNAを鋳型にできないために，末端部を完全に複製することができません。
